
 

ほけんだより 

令和３年度 ７月号 うきは幸輪保育園 

気をつけよう！ 

夏にはやる病気 
夏に気をつけたい感染症。代表的な３つに
ついて、主な症状を挙げてみました。気に
なる症状が見られたら、すぐに病院へ！ 

 

ヘルパンギーナ 

高熱とのどの痛み。特

にのどは、水ほうや潰

瘍ができるため、かな

り痛む（乳児はミルク

が飲めないほど）。 

プール熱 

（咽頭結膜熱） 

高熱とのどの痛みの

ほか、目の痛み・かゆ

み・充血など、結膜炎

のような症状が出る。 

手足口病 

手のひらや足の裏、口

の中に小さな発しんや

水ほうができ、熱が出

ることも。 

ベビーカーの注意点 

ベビーカーに乗っている子どもは地面に近

い位置にいるので、体感温度は大人より２～

３℃高いと言われています。散歩をする時

は、涼しい時間帯を選び、照り返しの少ない

土の路面にしましょう。日除けの屋根が付い

ていても、夏場は30分以内に留め、子ども

の様子を時々チェックしながら、脱水症状を

起こさないよう、水分補給はこまめに行いま

しょう。 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期

となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明

けや急激に気温が上がった日は特に注意が必要

です。たくさん遊んだ後は、ゆったりと過ごし、

しっかりと疲れをとるようにしましょう。 


